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GIS機能を活⽤した
浸⽔リスクの把握 グループワーク︓マイ・タイムライン作成、発表

静岡地域・志太榛原地域大規模氾濫減災協議会HP
http://www.cbr.mlit.go.jp/shizukawa/gensai/index.html

授業⽤スライド・デモンストレーション配布資料

水害が起こりそうな時、いつ、どんな行動をしたら良いか、
大学生２名にサポートいただき、ググループで話し合い、発表しました。

重ねるハザードマップの
サイトで、身近な場所の
マーク付けや、浸水深・
土砂災害などのリスクの把握をしました。

今回の勉強会では、静岡
大学の学生が授業で作成
した教材と山本准教授の
アドバイスを基に、静岡地
域・志太榛原地域大規模
氾濫減災協議会で作成し
た、授業用スライドや資料
を使用しました。

７月２９日、静岡県立駿河総合高等学校３年生の有志の生徒を対象に、静岡大学の山本准教授による水防災勉強会を実
施いたしました。GIS機能を活用した浸水リスクの把握や、マイ・タイムラインの作成を通して、「水害時に備えてどのように
対応したらよいか」を学びました。次回は、「周囲の人々に避難を促すためにどのような声かけが必要か」を考える勉強会
を実施します。今後、この水防災授業について生徒が主体となって学び・広めるための教材作成を支援していく予定です。
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「浸水ナビ」による氾濫
の広がり方の確認


